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～協会ニュース～ 

２ 

 

 
産業廃棄物処理業における実務者研修会を開催 

 
   10月 28日(火)、栃木県総合文化センターにおいて、産業廃棄物の適正処理の推進及び産

業廃棄物処理業者の資質向上を図るため、産業廃棄物処理業における実務者研修会を開催

し、50名（会員 33名、非会員 2名、行政 15名）が参加しました。   
 今年度も、長岡文明先生を講師にお迎えし、「廃棄物処理法に係る最近の制度改正と今後の 

方向性」をテーマに、最新の動向と実務への影響について、分かりやすく噛み砕いて解説いた 

だき、多くの方が熱心に受講されていました。また、今後の研修会や事業運営等を参考にする 

ため、別添のとおりアンケート調査を行いました。  
 【アンケート結果（抜粋）】 

・法改正の情報に加え、狙いや背景などの考察も聞くことができ、貴重な内容でした。 

・最近の制度改正と今後の方向性がよく分かる講義でした。 

・法律の改正などを通して、よりよい環境づくりになると思いました。    

【講義する長岡先生】  【会場風景】 
  
 
 
【青年部】        視察研修会を実施しました 
 
    10月２日（木）、福岡県嘉瀬市の九州バーク株式会社と嘉穂郡桂川町の株式会社アールへ 

の視察研修会を行い、福田部長をはじめ８名が参加しました。 
 
○九州バーク株式会社 

  製材所等で発生する杉皮を粉砕・再利用し、堆肥や土壌改良資材を製造・販売しています。

杉皮に有機質発酵補助材を加え、長期間の好気性発酵を経て生み出される製品は、永続性の高

い高品質な資材として造園や農業など幅広く活用されています。また、廃木材を廃棄物として

処理するのではなく、再び資源として循環させる仕組みを確立し、環境保全と地域の資源循環

に大きく貢献しています。  
○株式会社アール 

  環境コンサルティングや微生物薬剤の製造販売等を通じて環境改善事業を展開しています。

排水や悪臭、汚染土壌などの環境課題に対し、独自に開発した微生物資材「Type-R」を用いて

水質浄化や土壌改良を実施。さらに、九州工業大学との共同研究で開発した「微生物資材」や

「自然接触資材」により、最終処分場などでの有害ガスや水質汚濁・土壌汚染の抑制・浄化に

も取り組んでいます。    

【説明風景】  【集合写真】 
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二階堂労働安全コンサルタント事務所
ＣＳＰ労働安全コンサルタント　二階堂　久
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11月はリチウムイオン電池による火災防止月間です
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